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焦　　　点 ケイパビリティ・アプローチ 社会的排除
経済財との関係 経済財を活用するライフチャンスの量 経済財を得る為の社会関係の減少
統計上の指標 多次元 多次元
時間性 現在の状態から将来の可能性 過去から現在の状態への経過
求める生活 個人の人生の目的により多様 その社会の主流、中心にある生活
社会政策 個人のライフチャンスを保障する 社会的包摂を促す　
前提にある人間観 発達可能性ある人間 良き市民（権利・義務を行使できる）
政策の目的 個人的、社会的制約の解消 社会関係の再構成
政策のターゲット 個々人のライフチャンスの拡大 コミュティへのインクルージョン
個人と社会の関係 エンパワーメントされる個人を上位 インクルーシィヴな社会を上位
個人の心身の条件 個人のライフチャンスの制約条件 社会関係の制約条件
豊かさ 各人の望む生活機能が充実すること その社会の主流であること
市場との関係 生活機能の拡大のための活動の場 雇用されるなど、包摂されるべき場
－ 171 －
系をそのルーツとして、常に近代国家システムの
残余的カテゴリーであった社会福祉の枠組みは、
脱近代、反厚生主義的な枠組みと双方向的であっ
て、必然なのかもしれない
　あらためて思うのは、ケイパビリテイ概念とは、
抽象的な近代主義的人間像を超えて、社会で生活
するさまざまな行動様式を持つ生身の人間を前提
とした脱近代的思想であり、その人間理解は社会
福祉的人間観と共通であることである。
　そうであれば、私達は多様な価値、行動様式を
もって生きる生身の制度利用者の人生設計を尊重
し、各人の事情に即した多様な使い方ができる、
社会制度、援助の構築を求め、そのためにソーシャ
ルワークアプローチを活用し、他分野との協同を
進める事、それが今私たちに求められている課題
ではないだろうか。
